
（法第 28 条第 1 項関係「前事業年度の事業報告書」） 
 

年度の事業報告書 
 

平成２１年１１月６日から 平成２１年１２月３１日まで 
 

特定非営利活動法人 日本リザルツ 
 
１	
 事業の成果	
 

	
 

	
 ①結核／国際保健	
 

	
 

Ａ．世界基金への日本の 2010 年度拠出、過去最大の 249 億円に。	
 

	
 	
 （世界エイズ・結核・マラリア対策基金（世界基金）への拠出金が 60 億円（2010 年の支出

間レートで 6400 万ドル）が認めるとの内示が 12 月下旬出された。［その後、日本政府が

2010 年（2010 年 1 月～12 月）に世界基金に対して拠出できる資金は、2010 年 1 月 29 日

に成立した 2009 年度第 2 次補正予算で認められた 189 億円（2009 年の支出官レートで 1

億 8300 万ドル）を加えて、合計 249 億円（2 億 4700 万ドル）となった。これは、昨年（2009

年）実績から 49 億円の増額（24.5％増）となり、世界基金設立以降、日本政府が世界基

金に拠出する金額としては、過去年間最大。］	
 

	
 	
 Ｂ．日本政府より、アフガニスタン、ケニア、ザンビア、フィリピン、等への二国間の結核

対策費の内示が出された。	
 

	
 	
 Ｃ．リザルツのメンバーでもあり、日本リザルツのパートナーでもあるケニヤの結核・エイ

ズアドボカシーを行っている、ルーシー・チェシーレ氏がコチョン賞を受賞した。日本

リザルツは受賞を後押しした。	
 

	
 	
 Ｄ．2009 年 7 月より開始したＡＣジャパン（旧公共広告機構）の結核予防を訴える、ビート

たけし氏を起用した結核キャンペーン（ＴＶ、ラジオ、電車内、街頭などでのコマーシ

ャル）やリザルツレター配布の活動等により、国内外の結核問題に対する人々の意識向

上に寄与した。	
 

	
 

	
 ②国際連帯税	
 

	
 	
 白須事務局長も委員を務める国際連帯税推進協議会（寺島委員会）がこれまでの成果を中間

報告書として作成した。鳩山首相へ提出することが確認された。	
 

（その後、岡田外務大臣、鳩山首相へ提出された）	
 

	
 

	
 ③マイクロクレジット	
 

	
 	
 夏の衆議院選から民主党政権交代後も継続して行ってきたマイクロクレジットの導入、推進

に対する提言活動もあり、政府、民主党として前向きに検討を進めていくとの方針が 11 月

下旬に示された。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 



	
 

２	
 事業の実施に関する事項	
 

(1)	
 特定非営利活動に係る事業	
 

事	
 業	
 名	
 

(定款に記載

した事業)	
 

具体的な事業内容	
 

(A)当該事業の	
 

実施日時	
 

(B)当該事業の	
 

実施場所	
 

(C)従事者の人数	
 

(D)受益対象	
 

者の範囲	
 

(E)人数	
 

収支計算書

の事業費の

金額（単位：

千円）	
 

① 	
 貧困と

飢餓、また関

連する社会

問題の解決

に向けた政

策の立案、ま

たは提唱す

る事業	
 

	
 

【ストップ結核パートナー

シップ推進議員連盟総

会】	
 

結核議員連盟の総会が参議

院議員会館で、関係議員、外

務省、厚生労働省が出席し開

催された。その後、議連は、

厚生労働省で細川厚生労働

副大臣に面会し、結核医療に

関する診療報酬改定などを

求める申し入れを行った。副

大臣との面会には、多剤耐性

結核患者だった成瀬氏、結核

予防会、日本リザルツが同行

し、国内外の結核対策拡大の

必要性について訴えた。	
 

(A)	
 11 月 11 日	
 

(B)	
 参議院議員

会館	
 

(C)4 人	
 

(D)①世界の

結核発病

者	
 

	
 ②世界の

結核感染

者	
 

(E)①915 万

人	
 

	
 ②2800 万

人	
 

10(千円)	
 

① 	
 貧困と

飢餓、また関

連する社会

問題の解決

に向けた政

策の立案、ま

たは提唱す

る事業	
 

	
 

および、	
 

	
 

③ 	
 貧困と	
 
飢餓、また関

連する社会

問題を解決

する意思を

市民に育む

た め の 普

及・啓発活動

に関わる事

業	
 

【リザルツレターｖｏｌ．	
 

１１	
 】	
 

日本リザルツの最新活動を

報告するリザルツレターを

発行。全部で１１００通。う

ち、国会議員へ２３０通を配

布。	
 

(A)	
 11 月 15 日	
 

(B)リザルツ事務

所	
 

(C)4 人	
 

(D) 国 会 議

員、公官

庁、関係

機関、Ｎ

ＧＯ、会

員、一般

市民	
 

(E)1100 人	
 

110(千円)	
 



① 	
 貧困と

飢餓、また関

連する社会

問題の解決

に向けた政

策の立案、ま

たは提唱す

る事業	
 

	
 

および、	
 

	
 

④ 	
 上記に

関する対策

支援、及び国

内 NGO との連

携を強化す

る事業	
 

【ストップ結核パートナー

シップ日本（ＳＴＢＪ）	
 

２周年記念】	
 

理事会、総会が結核予防会大	
 

会議室で開かれた。レセプシ	
 

ョンでは長らく結核推進議	
 

連の会長を務めていただい	
 

た津島雄二氏が２周年記念	
 

のお祝いのご挨拶に訪れた。	
 

参加者が活発な意見交換と	
 

親交をあたためて、ストップ	
 

結核への決意を新たにした。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

(A)	
 11 月 19 日	
 

(B)結核予防会ビ

ル	
 

(C)4 人	
 

	
 

	
 

(D)①世界の

結核発病

者	
 

	
 ②世界の

結核感染

者	
 

(E)①915 万

人	
 

	
 ②2800 万	
 	
 

	
 人	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

① 	
 貧困と

飢餓、また関

連する社会

問題の解決

に向けた政

策の立案、ま

たは提唱す

る事業	
 

	
 

および、	
 

	
 

④ 	
 上記に

関する対策

支援、及び国

内 NGO との連

携を強化す

る事業	
 

	
 

	
 

【横浜市立大学・結核予防

会・世銀・JICA 連携の可

能性①】	
 

横浜市大キャンパスに横浜	
 

市立大学（岡田副学長以下）、	
 

結核予防会（安藤課長）、日	
 

本リザルツ（白須、狩野）が	
 

集まり、市立大学とそのコン	
 

ソーシアム、横浜市、JICA、	
 

世銀、予防会、リザルツなど	
 

で結核対策などの国際保健	
 

分野での協力案件獲得につ	
 

いて議論を行った。今後、途	
 

上国の結核対策などの解決	
 

にむけた処方箋のパッケー	
 

ジ化を行い、具体的国際協力	
 

案件で日本リザルツと具体	
 

的に協力していくことで確	
 

認した。	
 

(A)	
 11 月 20 日	
 

(B)	
 横浜市大キ

ャンパス	
 

(C)2 人	
 

	
 

	
 

(D)①世界の

結核発病

者	
 

	
 ②世界の

結核感染

者	
 

(E)①915 万

人	
 

	
 ②2800 万

人	
 

	
 

	
 

	
 

10(千円)	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

① 	
 貧困と

飢餓、また関

連する社会

問題の解決

に向けた政

策の立案、ま

たは提唱す

る事業	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

【第５回国際連帯税推進

協議会～寺島委員会～

（中間報告）】	
 

リーディング・グループ「開

発のための国際金融取引に

関するハイレベル・タスクフ

ォース」や政府税制調査会で

の議論の推移について話し

合われた。	
 

日本リザルツから狩野が参

加した。そこで、これまでの

協議会での議論をまとめた

中間報告書を作成したこと

(A)	
 11 月 27 日	
 

(B)参議院議員会

館	
 

(C)1 人	
 

	
 

	
 

(D)①世界で

一日１ド

ル以下で

生活する

人々	
 

	
 ②世界で

一日２ド

ル以下で

生活する

人々	
 

	
 	
 ③ 世 界 三

大感染症	
 

	
 	
 患者	
 

2(千円)	
 

	
 

	
 

	
 

	
 



	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

が発表され、後日、鳩山首相

へ提出することが確認され

た。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 a)HIV/ ｴ ｲ

ｽﾞ患者	
 

	
 B) 結 核患

者	
 

	
 c) ﾏ ﾗ ﾘ ﾔ患

者	
 

(E)①１０億	
 	
 	
 

	
 	
 人	
 

	
 	
 ②３０億

人	
 

③a)	
 3,300 万

人	
 

	
 B)	
 915 万人	
 

	
 c)	
 2 億 5 千

万人	
 

① 	
 貧困と

飢餓、また関

連する社会

問題の解決

に向けた政

策の立案、ま

たは提唱す

る事業	
 

	
 

および、	
 

	
 

④ 	
 上記に

関する対策

支援、及び国

内 NGO との連

携を強化す

る事業	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

【第２回ＯＤＡ改革パブ

リックフォーラム】	
 

国立オリンピック記念青少	
 

年総合センターにて 12 月 28	
 

日開催された。国際ＮＧＯ関	
 

係者、外務省、国際機関、国	
 

会議員、学者ら有識者など多	
 

数が参加した。日本政府へＯ	
 

ＤＡ改革に関する共同提言	
 

が発表され、そのなかで地球	
 

社会の平和的共存を導くた	
 

め、また貧困削減に向けたミ	
 

レニアム開発目標（ＭＤＧ	
 

ｓ）などの達成のため日本政	
 

府は国際的協調をリードし	
 

ていくべきであり、国際協力	
 

省の設立、ＯＤＡ基本法の制	
 

定などの提言が行われた。	
 	
 

出席した白須の国際連帯税	
 

の必要性を訴える発言に参	
 

加者から多くの賛同を得た。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

(A)	
 11 月 28 日	
 

(B)	
 国立オリン

ピック記念青

少年総合セン

ター	
 

(C)2 人	
 

	
 

	
 

(D)①世界で

一日１ド

ル以下で

生活する

人々	
 

	
 ②世界で

一日２ド

ル以下で

生活する

人々	
 

	
 	
 ③ 世 界 三

大感染症	
 

	
 	
 患者	
 

	
 a)HIV/ ｴ ｲ

ｽﾞ患者	
 

	
 B) 結 核患

者	
 

	
 c) ﾏ ﾗ ﾘ ﾔ患

者	
 

(E)①１０億	
 	
 	
 

	
 	
 人	
 

	
 	
 ②３０億

人	
 

③a)	
 3,300 万

人	
 

	
 B)	
 915 万人	
 

	
 c)	
 2 億 5 千

万人	
 

10(千円)	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

① 	
 貧困と

飢餓、また関

連する社会

問題の解決

に向けた政

策の立案、ま

【友愛政治の理念とその可

能性‐ｺﾐｭ ﾆ ﾃ ｨをつなぐ

もの‐シンポジウム】	
 

千葉大学公共哲学センター	
 

主催の「友愛政治の理念とそ	
 

の可能性‐コミュニティを	
 

(A)	
 11 月 29 日	
 

(B)	
 スター研修

センター目黒	
 

(C)1 人	
 

	
 

(D)①世界で

一日１ド

ル以下で

生活する

人々	
 

	
 ②世界で

1(千円)	
 

	
 

	
 



たは提唱す

る事業	
 

	
 

および、	
 

	
 

④ 	
 上記に

関する対策

支援、及び国

内 NGO との連

携を強化す

る事業	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

つなぐもの‐シンポジウム」	
 

が開かれた。小林正弥・千葉	
 

大学教授、鈴木寛・文部科学	
 

副大臣の講演、その後のパネ	
 

ルディスカッションの部に	
 

参加した。政権交代を果たし	
 

た鳩山政権は“友愛”を掲げ	
 

ているが＜友愛＞という理	
 

念の内容やその政策的な意	
 

味について、地球的平和、環	
 

境、福祉、持続可能な経済や	
 

コミュニティ、税制など様々	
 

な観点から意見や議論がな	
 

された。日本リザルツから国	
 

際連帯税の導入の必要性に	
 

ついて多くの共感を得た。	
 

	
 

	
 

	
 

一日２ド

ル以下で

生活する

人々	
 

	
 	
 ③ 世 界 三

大感染症	
 

	
 	
 患者	
 

	
 a)HIV/ ｴ ｲ

ｽﾞ患者	
 

	
 B) 結 核患

者	
 

	
 c) ﾏ ﾗ ﾘ ﾔ患

者	
 

(E)①１０億	
 	
 	
 

	
 	
 人	
 

	
 	
 ②３０億

人	
 

③a)	
 3,300 万

人	
 

	
 B)	
 915 万人	
 

	
 c)	
 2 億 5 千

万人	
 



① 	
 貧困と

飢餓、また関

連する社会

問題の解決

に向けた政

策の立案、ま

たは提唱す

る事業	
 

	
 

および、	
 

	
 

⑤ 	
 各国リ

ザルツ、及

び 関 係 諸

機 関 と の

国 際 的 な

協 力 関 係

の 促 進 す

る事業	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

【第４０回 	
 国際結核肺疾

患予防連合（ＩＵＡＴＬ

Ｄ）年次総会】	
 

12 月 3 日‐12 月 7 日メキシ

コ・カンクンで開催された総

会へ狩野が出席。	
 

12 月 3 日は、WHO のストップ	
 

結核部主催の会議が行われ、	
 

12 月 4 日は、基調講演後、ユ	
 

ニオン科学賞、ユニオン公衆	
 

衛生賞、秩父宮賞、コチョン	
 

賞の表彰式が行われた。秩父	
 

宮賞では結核研究所の石川	
 

所長がその意義についてス	
 

ピーチを行い、コチョン賞受	
 

賞者の一人はケニヤの結	
 

核・エイズアドボカシーを行	
 

っているルーシー・チェシー	
 

レ氏（リザルツメンバー）が	
 

受賞した。日本リザルツは、	
 

大会期間中、米国「アクショ	
 

ン」チーム、予防会・研究所、	
 

JICA の展示ブースで途上国	
 

参加者に日本の案件創出メ	
 

カニズムを説明し、資料を送	
 

る約束などを行った。大会前	
 

日の 12 月 2 日には、ストッ	
 

プ結核パートナーシップの	
 

アドボカシーアドバイザリ	
 

ーコミッティ（AAC）	
 による	
 

ネットワーク会合へ出席。日	
 

本の世界結核対策へのコミ	
 

ットメン(2008 年ストップ結	
 

核日本アクションプラン)と	
 

二国間案件創出メカニズム	
 

について資料を配布し、説明	
 

した。	
 

(A)	
 12 月 2 日～12

月 7 日	
 

(B)	
 メキシコ・カ

ンクン	
 

(C)1 人	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

(D)①世界の

結核発病

者	
 

	
 ②世界の

結核感染

者	
 

(E)①915 万

人	
 

	
 ②2800 万

人	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

276(千円)	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

① 	
 貧困と

飢餓、また関

連する社会

問題の解決

に向けた政

策の立案、ま

たは提唱す

る事業	
 

	
 

	
 

	
 

【	
 峰崎財務副大臣、福山

外務副大臣への要望】	
 

予算編成も大詰めを迎えた	
 

12 月 4 日、14 日、峰崎直樹	
 

財務副大臣と福山哲郎外務	
 

副大臣に対し、協力団体と共	
 

に要望望を行った。昨今の日	
 

本政府の財政状況の逼迫に	
 

より、来年度予算における	
 

ODA の大幅削減が懸念される	
 

中、世界基金への拠出拡大	
 

GFATM や GDF 等への拠出拡大	
 

(A)	
 12 月 4 日、14

日	
 

(B)財務省、外務

省	
 

(C)2 人	
 

	
 

(D)①世界の

結核発病

者	
 

	
 ②世界の

結核感染

者	
 

(E)①915 万

人	
 

	
 ②2800 万

人	
 

	
 

	
 

5(千円)	
 

	
 

	
 



を訴えるとともに、革新的資	
 

金メカニズムとしての国際	
 

連帯税の導入を求めたもの	
 

である。両副大臣は、感染症	
 

対策の重要性を理解すると	
 

ともに、国際社会での日本の	
 

プレゼンスの向上に意欲を	
 

示した。	
 

	
 

① 	
 貧困と

飢餓、また関

連する社会

問題の解決

に向けた政

策の立案、ま

たは提唱す

る事業	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

【大塚製薬の新薬開発】	
 

大塚製薬が結核治療薬とし	
 

て開発している OPC-67683 の	
 

研究状況の説明に同行した。	
 

STBＪ推進議員連盟のメンバ	
 

ーや関係省庁の担当官をは	
 

じめ、反応は極めて良好。今	
 

後のバックアップに期待を	
 

したい。認可されれば、1966	
 

年以来の新規抗結核薬とな	
 

る。既存結核薬とは違う新し	
 

い作用機序を持っており、強	
 

力な抗結核活性が確認され	
 

ている。また、多剤耐性、超	
 

多剤耐性結核菌へも有効で	
 

あり、現在、多剤耐性結核患	
 

者を対象に世界 9 カ国、17 施	
 

設にて臨床試験が進行中で	
 

ある（日本、中国、韓国、フ	
 

ィリピン、エジプト、米国、	
 

ラトビア、エストニア、ペル	
 

ー）。	
 

(A)	
 12 月 8 日	
 

(B)外務省、厚生

労働省	
 

(C)2 人	
 

	
 

(D)①世界の

結核発病

者	
 

	
 ②世界の

結核感染

者	
 

(E)①915 万

人	
 

	
 ②2800 万

人	
 

	
 

	
 

	
 

10(千円)	
 

	
 

	
 

	
 

	
 


